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はいつくばって
２年生ボランティア活動

１３日、２年生が総合的な学習の一貫で、日頃お世話になっているふれあい館、ＢＧ体

育館で、清掃のボランティア活動を行いました。自分たちで「やるべき活動」として、自

主的に申し出た活動です。これぞボランティアの本当の姿です。



志願状況発表 県立高校入試
１２日正午に締め切られた県立高校入試前期選抜

の志願状況が発表されました。入試制度が大きく変

わり、特色選抜と一般選抜に分けて発表されていま

す。

定員の内、特色選抜の合格者を引いた人数が一般

選抜の枠となりますので、倍率を読むのが難しい入

試です。今後１３日から１７日までの間に出願先変

更期間を設け、１７日１７時には最終倍率が確定し

ます。

いよいよ最終段階となりました。３年生の皆さん

には、これまでの自分の努力に自信を持って、落ち

着いて最後の追い込みをして欲しいと思います。

学年末テスト終了
でも大切なこれからの過ごし方

今年度最後の定期テストが終了しました。各学年

から、「とてもがんばった生徒がいる」という報告

を受けています。このがんばりが一過性のものでなく、「習慣」

にまで高まるといいな…と思っています。

学年末のテストが終わると、とたんに気が抜けて、せっかく身

についた学習の習慣があっという間に消え失せてしまうことにな

ります。再び学習する身体になるためには、車のエンジンがそう

であるように、次に始動するまで、また大変なエネルギーが必要

になります。特に、今の時期から春休みにかけてが心配です。

今後、順次テスト結果が返されてくると思いますが、成績と共に自分の学習に対する取

り組みをしっかり反省し、気を抜くことなく次の学年につながる生活をさせたいと考えて

います。

何をしたか、何ができるか…
自主的な取り組みで２年生がボランティア活動に取り組んでくれました。

高校入試同様、現在大学入試制度も大きな変更が計画されています。

この試みの根底には、「志」を持った人材を求める流れがあります。こ

れまでのような頭でっかちの人間ではなく、「何をしてきたか」「何が

できるか」「何をしようとしているのか」を明確に持った人間を育てて

いこうとするものです。

この意味で、２年生が行ったボランティア活動は大変意味のあること

で、「このようなことをしたら人は喜ぶのではないか」「自分はこういうことができるので、この力

を役立てたい」という自らの考えで取り組む活動は、今後ますます大きな意味を持ってきます。２年

生の活動をきっかけに、こうした動きがどんどん出てくることを期待します。


